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法人名 特定非営利活動法人 エコ.エコ              

  事 業 計 画 書 

事業名      自然のつながりに気づく事業 

種類 
（1）SDGs 推進事業（ 人間  豊かさ  ○地球  平和  ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ  ） 

（2）自立促進事業（ 人間  豊かさ  地球  平和  ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ  ）  

1．事業の目的 

 

 見沼田んぼで、希少動植物の保護活動を定期的に行い、耕作放棄地を

耕し環境保全型農地として環境に配慮した耕作を行っている。観察会や

収穫物体験の活動も行なっている。 

 海外や日本の環境問題に詳しい講師を招き、環境について考える機会

を持ちたい。音楽や食育など楽しいイベントを行うことで自然理解を深

める催しを行いたい。 

 キャンプ用具などは、以前、防災キャンプで使用したものを利用する。 

 参加者が限られることもあり、講演の内容を録画し、動画配信を行う。

虫やコウモリの観察会の動画も作成したい。SDGs の中で、陸と海の生き

物を守ることが重要だと考え、活動している。自然の中の小さな気づき

を大切にする子どもたちを増やしていきたい。そのことがより良い未来

につなげる一つの方法である。 

 

2．事業の内容 

 

 活動を一過性にしないで、記録は動画として残し、配信することで新

たな広がりができ、つながりのある自然に気づくきっかけを作る。 

（1）イベントは、環境講演会＋食育＋音楽 

実施場所は、トラスト 1号地東屋で実施。 

参加対象者は、親子連れや学生を対象にする。 

講演内容は、海外や日本の自然保護の事情に詳しく著作物もある講演

者に依頼し、海外編と日本編 2 回シリーズで実施する。内容は録画し

て動画配信する。食育は昼食を提供する（材料費別途料金徴収）音楽

は専門の人を招き、楽しい音楽会にする。自然の中で音楽を楽しむこ

とで楽しい記憶が定着し、自然保護への理解が増す。 

（2）観察会  

参加対象は親子連れとする。 

虫の観察会は、保全している場所の周辺で実施。 

セミの羽化とコウモリの観察は見沼自然公園で実施。 

地球上に虫がいなくなったら、私たち人間は生活の質が低下しやがて

地球で生きることができなくなってしまう。虫を嫌いでもいいから、

いることに気づくことが大切である。神秘的なセミの羽化を見ること

で自然への関心が高まる。嫌われ者のコウモリも蚊を食べてくれる生

きもので、空飛ぶ哺乳類の姿を観察するだけで、生きものの多様性に

気づくことができる。無関心が人間中心の世界を作りやがて、環境が

悪化する方向に進んでしまうことを防ぐためにも自然の中にあるもの

に気づくきっかけをつくる観察会を実施したい。観察会の様子も入れ



た動画を配信することで、自然理解の裾野を広げることができる。 

 

3．実施計画 

 

（1）イベント  

 会場のレイアウトを 1ヶ月前に決め、草刈りや安全に配慮した会場作

りをする。1 週間前と前日に担当者にスケジュール再確認をしてもら

う。 

（2）観察会  

 講師に下見をしてもらう。コースの決定を行う。安全なコースか再チ

ェックする。 

 

○スケジュール 

時期  
7 月 観察会昆虫全般 観察会セミの羽化、講演会講師

手配  
8 月 観察会コウモリ イベント募集開始 イベント

（講演会＋音楽＋食育） 
9 月 イベント（講演会＋音楽＋食育） 

 10 月 動画編集 
 11 月 観察会動画 講演会動画 全て配信 
 12 月 振り返り 次年度に向けて考察 

1 月  
2 月  

 

○広報計画 

観察会 7月のセミや 8月のコウモリは生協などに広報予定 

イベントは子育てグループに広報をお願いする。定員 15 家族。 

4．実施体制 子育てグループ（グーチョキパーティー）と音楽グループ（アンロード）

とエコ.エコ メンバーの得意分野を活かし協力して実施する。 

5．事業の効果 

 

 自然観察会や講演記録を配信することで、参加者のみの学びや楽しみ

ではなく、裾野が広がることを期待したい。自然の中の学びは奥深く、

数々の不思議や驚きは、バイオミミクリなどの力になることも期待さ

れ、真の学びにつながることを期待したい。 

6．今後どのよう

に事業を継続し

発展させるか 

※自立促進事業

のみ 

 

 
 
 


